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女性センター第 17 回総会 in 大阪 
報告者：小杉己江子（女性センター副議長・神奈川出身） 

2017 年 6 月 10 日－11 日 

 

「全労連・全国一般女性センター第 17

回総会 in 大阪」が開催されました。 

今年の総会は、7 地方組織から 53 名の

参加で開催されました。主催地大阪らし

い、ノリのよい「元気パワー」に包まれ、

参加者みんなが一体となり笑顔いっぱい

の総会となりました。 

討論では、大阪をはじめ広島や宮城か

ら医療・介護現場の発言が多く、社会保
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障や福祉予算の削減・切り詰めが人手不足・低

賃金を及ぼしていることが明らかでした。労働

環境の悪条件に苦しめられながらも、命を守る

仕事の重さとやりがいを感じ、働き続けられる

職場にするため奮闘する組合員の姿が伝わって

きました。神奈川からは資生堂アンフィニ争議

解決のお礼、解決後も生活のためはたらく仲間

の報告がありました。また、保育士からは、社

会的に問題になっている保育園現場の厳しい実

態が話され、保育指針の内容にも森友学園の教

育勅語のような表現が含まれている危惧がある

との報告がされました。法律事務所からの発言

は、法律事務所労働者の低賃金の問題やセクハ

ラ・パワハラなどブラックで劣悪な職場が多い

こと、アンケート活動で実態を調査しながらも

改善のため奮闘している報告がされました。全

国一般で署名活動に取り組んだ大阪医科大学の

格差是正を求めた労働契約法 20 条裁判で闘っている松浦さんの発言は、私たち諸先

輩の女性が労働者としての権利を求めた闘いを思わせる報告でした。愛知では少ない

部員の中でも争議の団体交渉に参加し、会議を開催し楽しくつながる要求実現の交流

活動が紹介されました。来年の総会開催地に決まった宮城では最賃生活の体験談、震

災復興支援の「炊き出しなんでも相談会」は 50 回を超えているという報告があり、

参加者から驚きの声が上がりました。 

全体の特徴として、全国一般の多種多様な職種の組合らしく、職場要求実現や学習

会活動をしながらも旅行やダンス、みそ造りなど楽しい企画でつながりを作っている

報告も多く、女性が集まり、おしゃべりをし、共感しながら要求を引き出し、運動に

つなげることの大切さを確認することができました。 

『知は力、無知は罪』の言葉どおり、後悔しないために戦争する国づくりに突き進む

安倍政権を退陣させ、政治を私たちの手に取り戻すため、私たち女性が集まり要求の

声を大きくし、共同を前進させようと議案が採択され役員が選出されました。 

 

恒例の平和記念講演は、フリージャーナリストの西谷

文和氏。南スーダンやシリア、ドイツの平和村など、現

地からの報告は真実を知る貴重なものでした。また、パ

ワーポイントで南スーダン戦闘地域の実態、イラク戦争

で傷ついた子供たちの悲惨な姿、テレビ出演での西谷氏

のコメント映像、自作の DVD も紹介されました。 

「戦争がなぜ起きてしまうのか、なぜ戦争が拡大する

のか」その大元は金儲けをしたい一握りの人間たちがしかけていること。それぞれの

国の思惑。決して宗教の対立が原因なのではないということがはっきりと伝わりまし

た。利権と思惑によって幼い子どもたちの身体と心を傷つけ、命を奪われている。そ

して、マスコミを利用し真実を隠し、ゆがめるために操作されていることも思い知ら

されました。しかし、その真実を見抜き、闘うエネルギーも大きく広がっていること

は、私たちの活動とつながり希望をもつことができました。またどこかで西谷さんの

お話しを聞きたい、多くの人に聞かせたいとの声があがり、ひとりひとりが平和のた

めにできることをしようと思えた講演になりました。  


